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(49年11月1日涜荘) a 

世帯数 1，414戸 i
人口 7，201入 i
男丸511人 i
女 3.690人 i

HE--1.uzヱ~~.~....i

去
る
十
月
十
日
ハ
体
育
の
日
〉

玉
川
第
一
宮
小
学
校
の
校
庭
で
村
氏

が
一
堂
に
集
ま
り
盛
大
に
行
わ

れ
、
総
合
で
南
須
鐙
が
毘
年
連
畿

の
護
勝
を
鋳
ち
ま
し
た
。

大
会
は
部
落
ど
と
に
選
手
の
入

場
行
進
で
始
ま
り
、
小
針
村
長
の

島
い
さ
つ
で
開
会
さ
れ
、
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
か
ら
、
部
入
競
技
に
間

体
競
技
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め
ら

れ
一
五

O
O
m
競
走
、
親
子
一
一
一
代

ヲ
レ
ー
の
演
に
な
る
と
続
々
観
衆

も
つ
め
か
け
さ
か
ん
に
声
接
を
送

っ
て
い
た
。

中
で
も
今
大
会
初
め
て
行
な
っ

た
部
落
対
説
ボ
i
ル
運
び
ゃ
役
職

員
に
よ
る
六
本
足
む
か
で
競
走
な

ど
各
種
部
落
対
抗
リ
レ

i
競
技
で

は
大
歓
声
が
上
が
り
、
大
会
は
尚

一
層
盛
ち
上
が
っ
た
。

そ
れ
に
揃
い
の
ゆ
か
た
擦
で
北

須
釜
部
落
り
皆
さ
ん
が
特
別
出
場

し
「
月
夜
の
致
損
い
の
騎
り
を
披

露
し
か
っ
さ
い
を
裕
び
た
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
民
錦
会
の
会
津
磐

梯
山
や
婦
人
舎
の
競
ち
、
青
年
間

負
に
よ
る
「
植
民
音
頭
」
の
踊
ち

も
披
露
さ
れ
た
。

最
後
を
錬
っ
た
豊
年
盆
踊
ち
は

綴
衆
も
参
加
し
幾
重
に
も
鰐
る
輸

が
会
場
一
ば
い
に
広
が
ち
な
ど
や

か
な
う
ち
に
大
会
が
務
了
し
ま
し

た。
総
合
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し

た。
優

勝

準
褒
勝

五

位

南
須
盆

山
小
量

北
須
釜
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一
輪
車
に
も
伎
一
一
対
策
を
実
施

デ
ィ
ー
ラ
ー
取
扱
庖
で
確
認

全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
で
保
管
。
一
片
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に

は
二
一
輪
車
安
全
・
公
害
対
策
の
推
返
付
す
る
。

進
に
つ
い
て
、
昨
年
末
か
ら
い
ろ
マ
譲
渡
戸
名
義
変
更
z

い
ろ
検
討
し
た
結
果
、
安
全
・
公

r

¥

こ
の
場
合
も
新
草
に
準
じ
確

害
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
次
の
認
の
上
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付

よ
う
な
二
輪
車
安
全
・
公
害
確
認
す
る
。

要
領
を
ま
と
め
、
各
市
町
村
と
連
マ
使
用
過
程
車

け
い
を
図
り
な
が
ら
来
年
四
月
一
①
一
年
毎
に
整
備
工
場
、
デ
ィ

日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

l
ラ
l
、
取
扱
庖
等
に
お
い

た

。

て

、

安

全

、

公

害

、

使

用

者

、

自
賠
責
保
険
等
を
確
認
す
る
。

②
適
合
車
両
に
適
合
証
を
交

付
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す

る。

マ
確
認
の
勧
奨

新
車
販
売
、
譲
渡
、
名
義
変

更
、
叉
は
使
用
過
程
の
確
認
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
直
前
に
、

全
国
統
一
の
用
紙
に
よ
っ
て
確

認
を
受
け
る
よ
う
直
接
使
用
者

に
勧
奨
す
る
。

〔
軽
二
輪
車
〕

マ
新
車型

式
認
定
基
準
に
も
と
づ
き

確
認
す
る
。

マ
譲
渡
・
名
義
変
更

道
路
運
送
車
両
法
に
定
め
る

定
期
点
検
整
備
の
実
施
、
叉
は

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
に
づ
い
て

確
認
す
る
。

マ
使
用
過
程
車

ー--

昭和49年11月1日

〈
〉
二
輪
車
安
全
・
公
害

確
認
要
領

〔
原
動
機
付
自
転
車
〕
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マ
新
車

①
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
取
扱
庖
は
新

車
販
売
時
に
型
式
認
定
適
合
証

〈
メ
ー
カ
ー
発
行
)
に
よ
り
安

全
、
公
害
一
を
確
認
す
る
。

②
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
取
扱
庖
は
販

売
し
た
と
き
使
用
者
の
住
所
、

氏
名
、
自
賠
責
保
険
証
明
書
、

税
申
告
書
を
確
認
す
る
と
と
も

に
販
売
確
認
書
を
発
行
す
る
。

③
県
機
関
に
お
い
て
は
販
売
確

認
書
に
も
と
づ
き
、
ス
テ
ッ
カ

ー
を
貼
付
す
る
。
(
実
行
上
は

デ
ィ
ラ
l
、
取
扱
屈
に
委
任
〉

④
販
売
確
認
書
は
一
片
を
税
申

告
書
に
添
付
し
市
町
村
へ
提

出
。
一
片
は
防
犯
、
流
通
事
故

防
止
照
会
用
と
し
て
県
機
関
に
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定
期
点
検
整
備
の
実
施
に
よ

っ
て
確
認
す
る
。

マ
定
期
点
検
整
備
の
勧
奨

、
自
動
車
点
検
基
準
に
も
と
づ

き
、
全
国
統
一
用
紙
に
よ
っ
て

定
期
点
検
整
備
の
実
施
を
直
接

使
用
者
に
勧
奨
す
る
。

。
安
全
・
公
害
適
合
車

用
ス
テ
ッ
カ
ー
。

軽自動車の検査はお済みですか

期限内 に お 早 め に

道路運送車両法の一部改正fこより現在使用中の軽自動車〈すでに

検査ずみのものは除きます〉は、昭和50年 9月30日までにそれぞれ

定められた期限内に検査をうけ、自動車検査証及び検査標章の交付

をうけなければ使用できないことになっておりますので、軽自動車

検査期限一覧表を参照し、検査もれのないようお願いじます。

〈軽自動車検査協会福島事務所〉

危
険
物
収
集
に

つ
い
て
お
願
い

危
険
物
の
収
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ど
協
力
を

お
願
い
し
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ま
だ
出
荷
目
、
出
荷
方
法
な

ど
が
守
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す。
一
般
住
民
も
迷
惑
し
ま
す
し
、

収
集
に
あ
た
る
村
当
局
も
困
っ
て

お
り
ま
す
。

危
険
物
を
出
荷
す
る
と
き
は
、

収
集
に
た
ず
さ
わ
る
ム
の
身
に
な

っ
て
、
期
日
、
時
間
な
ど
を
厳
守

し
、
き
れ
い
に
し
か
も
す
み
や
か

に
収
集
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
各
自

が
認
識
し
、
お
互
に
注
意
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
危
険
物
の
出
荷
要
領
は

次
の
と
お
り
で
す
。

@
危
険
物
の
出
荷
は
毎
月
一
日

の
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
出
荷

す
る
こ
ど
。

〈
前
の
日
の
夜
や
収
集
が
す
ん

で
し
ま
っ
た
後
は
出
荷
し
な
い

こ
と
。
〉

@
出
荷
場
所
は
各
地
区
の
収
集

指
定
の
標
識
の
あ
る
所
で
す
。

(
そ
れ
以
外
の
場
所
に
出
荷
し

て
も
収
集
は
し
ま
せ
ん
。
)

@
危
険
物
と
し
て
出
荷
で
き
否

の
は
、
ガ
ラ
ス
、
セ
ト
物
、
空

缶
、
空
ピ

γ
類
で
す
。
(
そ
の

他
の
木
片
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
装

飾
品
、
野
菜
く
ず
な
ど
は
出
荷

さ
れ
て
も
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
〉

@
出
荷
す
苔
と
き
は
紙
袋
、
ピ

ニ

l
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
出
荷

す
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
出

荷
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

届出年月日
乗用 車 縞 番 号 貨物草橋番号

検査期限
B、福 島 6、福 島

あ 0122 - 9992 
をぁえう 0ω00000022106B8 ~~~~ 4997629929B49 5 6 4 特.1日.31'1.12.31まで司

7 0014' - 1864 

42. 1. 1-42.12.31 う 1898 - .7021 をかき G7∞G6咽70317 ~~~ 990992991 8 9 5 48. 11. 30 

43. 1. 1-43. 7.31 
7 7034 - 9988 

き 0297 - 8875 48. 12..31 
え 0011 - 1895 

'3. 8. 1-'3.12.31 え 1902 - 5559 き〈 80088141~~94499455 49. 1.31 

'4. 1. h-44. 4.30 え 5566 - 8671 〈叫58 - 8715 49. 2. 28 

44. 5. 1-<<. 8.SI 
え 8679 - 9994 < 8724 - 9998 49. 3. 31 
か 0012 - 2337 け 0003，-3093. 

44. 9. 1-44.12.31 か 2338 - 7133 け 3102 - 7539 49. 4. 30 

45. 1. 1-45. 3.31 
か 7134 - 9993 け 7544 - 9999 

49. 5. 31 
き COO9 - 0602 こ 0001 -:-' 0243 

45. 4. 1-45. 6.30 き 0615 - 5141 こ 0245 - 3654 49. 6. 30 

45. .，; 1-45. 9.3日 き 5147 - 9393 ζ3655 - 6527 49. 7.'31 

45.1日.1-45.12.31 
き 6396 - 9999 

1:. 65:飽-9460 49. 8. 31 
〈∞02 - 3685 

46. 1. 1-46. 3.31 < 3回6.- 7185 
ζ9454 - 9鈎B

49. 9. 30 
き似加1 - 1833 

46. 4. 1-45. 6.30 
く 7191 - 9998 

さ 1833 - 4555 49. 10. 31 
け∞01 - 1435 

46. 7. 1-45. 9.30 け 1438 - 5454 さ 4656 - 7216 ，49. 11. 30 

46.1日.1-46.11.3日 け 5455 - 8237 き 7218 - 9158 49. 12. 31 

46.12. 1-47. 2.鈎
け 8247 - 9999 さ 9170 - 9999 

50. 1. 31 
ζ ∞01 - 1298 す 0011 - 1175 

47. 3. 1-47. 4.3日 と 1299 - 3745 す 1177 - 3防3 50. 2. 28 

47. 5. 1-47.7.31 こ 3747 - 7276 す S防4 - 51お 5日. 3. 31 

47. 8. 1-47.1日.31
と 7278 - 9996 

す回25 - 8714 50. 4. 30 
さ 0001 -・ 0541.

47.11.1-45. 1.31 さ侃43 - 3954 
す 8715 - 9999 

50. 5. 31 
せ∞01 - 1270 

'8. 2. 1-48. 4.30 き 3956 - 7581 せ 1271 - 4551 関. 6. 30 

48. 5. 1-45. 6.初 さ 7583 - 9805 せ 4553 - 5675 却. 7.31 

48. 7. 1-45. 8.31 
さ 9809 - 9凶9

せ 5575 - 8675 50. 8.31 
す 0001 - 1721 

45. 9. 1-45. 9.鈎 す 1722 - 3181 
せ 8676 -鈎99

羽. 9. 30 
そ瓜附1 - 0183 

軽自動車検査期限一覧表佃49.7.30現在】
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次
の
よ
う
な
広
報
を
徹
底
し
、
交

通
事
故
の
防
止
を
は
か
り
ま
す
。

一
、
長
距
離
を
ド
ラ
イ
ブ
す
否
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
余
裕
の
あ
る

計
画
を
た
て
る
こ
と
。

時
間
的
に
無
理
な
計
画
を
た
て

る
と
、
気
分
的
に
あ
せ
り
が
生

じ
、
無
理
な
運
転
を
し
や
す
い
も

の
で
す
。
安
全
運
転
を
す
る
た
め

に
は
、
平
静
な
心
で
、
常
に
安
全

速
度
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
、
十
分
に
休
養
を
と
り
、
さ
わ

や
か
な
気
分
で
運
転
す
否
こ
と
。

車
の
運
転
に
は
、
平
静
な
心
と

細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
宿
泊

先
で
、
夜
ふ
か
し
を
し
て
、
睡
眠

不
足
の
状
態
で
運
転
す
る
と
、
事

故
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

三
、
交
通
情
報
を
よ
く
聞
い
て
運

転
す
る
こ
と
。

道
路
事
情
や
交
通
事
情
は
、
常

に
変
わ
り
ま
す
。
な
れ
な
い
道
路

や
知
ら
な
い
道
を
走
る
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
聞
い

て
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
運
転

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

混
雑
地
域
に
迷
い
こ
ん
で
時
間
が

十
一
月
中
の
交
通
事
故
は
、
昭

和
四
十
五
年
以
来
、
毎
年
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
事
故
の
原
因
別
に

み
る
と
、
酒
酔
い
運
転
、
最
高
速

度
違
反
に
つ
い
て
は
、
減
少
割
合

が
少
な
く
、
事
故
原
因
に
お
け
る

構
成
割
合
は
、
逆
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
行
楽
期
に
、
マ
イ
カ

ー
利
用
の
ド
ラ
イ
ブ
や
、
長
距
離

旅
行
が
多
く
な
る
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
楽
期
の
事
故
防

止
の
た
め
ト
ラ
イ
パ

l
に
対
し
て
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来年3月完成を目指し

村民体育館着工

今年度の事業として計画しでありました玉川村民体育館建築

は、鉄骨・づくりで延ペ面積998平方M、工費57百万円で石川町

の水谷工業が請負、大字小高字中畷〈役場西側)地内に工事を

着工、来年3月完成を目指して今工事が進められています。

なお、 10月14には工事の安全を祈って地鎮祭並びに鍬入れが

行なわれましたo

遅
れ
、
い
ら
い
ら
す
る
前
に
道
路

を
迂
回
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
運

転
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

四
、
連
続
二
時
間
運
転
し
た
と
き

は
、
必
ず
休
む
こ
と
。

車
の
運
転
は
、
多
く
の
神
経
を

使
い
ま
す
。
長
時
間
を
連
続
運
転

す
る
と
疲
れ
が
出
て
、
注
意
力
が

散
漫
に
な
り
ま
す
。
適
当
に
、
休

憩
し
な
が
ら
神
経
の
疲
れ
を
回
復

き
せ
て
運
転
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。五
、
酪
て
い
運
転
は
絶
対
に
し
な

建
設
工

本
年
度
土
木
工
事
計
画
の
三
地

区
の
工
事
及
び
村
営
住
宅
敷
地
造

成
、
建
設
工
事
を
十
月
二
日
入
札

い
こ
と
。

酪
て
い
運
転
が
危
険
な
こ
と

は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
酪
て
い
運
転
は
、
な
か

な
か
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
行
楽
期
は
酒
を
飲
む
機
会

も
多
く
な
り
ま
す
。
運
転
者
は
も

ち
ろ
ん
、
ま
わ
り
の
者
も
そ
ろ
っ

て
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な

い
。
運
転
を
す
る
と
き
は
酒
を
飲

ま
な
い
。
運
転
す
る
人
に
は
酒
を

飲
ま
せ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
さ
せ

ま
す
。

事

発

注

を
行
い
左
記
の
通
り
業
者
が
決
り

着
工
し
ま
し
た
の
で
工
事
期
間
中

工
事
の
進
渉
に
ど
協
力
下
さ
い
。

竜 竜崎

与地平t 量吉前舘和平尚j線辺一号11 
施

1/ 崎

山室

行

和 個

久

設建営材住宅敷地造成村営住宅 露舗装1/ 1/ 事

名

一 五 五 五 請、. 、 、. 、
七 四

g 
ー/邑、d・

負。。O 八 一一 。。。
金

0 8 0 88 0 0 8苛額
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サ
フ

金ご
と

税
サ
ラ
リ
ー
マ

γ
の
所
得
税
は
、

一
年
間
に
支
給
き
れ
た
給
料
や
ボ

ー
ナ
ス
の
収
入
金
額
の
収

λ
金
額

か
ら
、
給
与
所
得
控
除
額
を
差
引

い
て
所
得
を
算
出
し
、
こ
れ
か
ら

や
賞
与
の
支
払
い
扶
養
親
族
の
異

動
等
で
一
年
間
の
確
定
税
額
と
の

聞
に
差
が
生
じ
る
た
め
、
そ
の
年

最
後
の
給
与
が
支
払
わ
れ
る
際
に

年
末
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
須
賀
川
税
務
署
〉

所
得
税
第
二
期

分
の
納
税
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

今
月
は
、
所
得
税
第
二
期
分
の

納
税
の
月
で
す
。
景
気
の
変
動
や

廃
業
、
休
業
、
転
業
、
失
業
あ
る

い
は
多
額
の
医
療
費
の
出
費
、
天

災
や
人
災
等
で
前
年
よ
り
所
得
が

減
る
と
見
込
ま
れ
た
り
、
新
た
に

障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦
、
勤
労

学
生
と
な
っ
た
ほ
か
、
結
婚
、
出

生
等
で
控
除
額
が
増
え
た
場
合
に

は
、
予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
申
請
は
、
十
一
月
十
五
日

ま
で
に
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
税
に
は
振
替
納
税
制

度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

(
須
賀
川
税
務
署
〉
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生
活
の
部
に
し
よ
う
党
の
点
検
グ

『
二
十
六
日
か
ら
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
』

昭和49年11月 1日

十
一
月
の
酉
(
と
り
〉
の
日
に

行
わ
れ
る
鷲
明
神
の
祭
礼
を
「
百

の
市
」
と
い
い
ま
す
。
こ
と
し
は

四
日
、
十
六
日
、
二
十
八
日
が
そ

れ
に
当
り
、
初
め
の
酉
の
市
を

「
一
の
酉
」
、
つ
づ
い
て
「
二
の

酉
」
、
「
三
の
酉
」
ま
で
あ
る
年

は
火
災
が
多
い
と
い
う
迷
信
が
あ

り
ま
す
。
迷
信
で
あ
っ
て
く
れ
れ

ば
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
実
際
に
お
き
て
し
ま
っ

て
は
困
り
ま
す
。
今
月
は
二
十
六

日
か
ら
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。

俗
に
、
こ
わ
い
も
の
を
順
に
な

ら
べ
て
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親

韮

(
ニ
ラ
〉

99 

最
近
我
が
地
方
に
伸
び
て
い

る
野
菜
に
、
-
一
ラ
が
あ
る
。
私

も
栽
培
の
方
法
に
つ
い
て
語
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
ニ
ラ
そ
の
も

の
に
ま
つ
わ
る
話
は
し
た
こ
と

が
な
い
。
ま
こ
と
に
風
情
の
な

い
話
し
で
あ
る
。

今
回
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
機
会

に
め
ぐ
ま
れ
た
の
で
、
そ
の
へ

ん
に
ふ
れ
な
が
ら
ニ
ラ
の

P
R

を
し
て
み
た
い
。

元
来
、
-
一
ラ
は
中
国
の
西
部

地
方
に
、
野
性
的
に
生
え
て
い

No. たまかわ広報

父
」
と
い
い
ま
す
が
、
地
震
や
火

災
に
等
級
を
つ
け
た
わ
け
で
は
な

く
、
語
呂
の
よ
い
呼
び
方
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
、
人
の
生
命
・
財
産
を
灰
に

し
て
し
ま
う
火
災
に
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
用
心
す
る
よ
う
に
心
が
け
た

い
も
の
で
す
。

で
新
型
消
火

バ
ケ
ツ
を
あ
て
よ
う

「
は
が
き
」

あ
な
た
は
本
年
の
防
火
標
語
を
知
っ
て
い
ま
す
か

福
島
県
と
福
島
県
消
防
協
会
が

共
催
で
本
年
の
全
国
火
災
予
防
運

動
の
統
一
標
語
を
広
く
県
民
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
懸

た
も
の
で
、
欧
米
で
は
、
あ
ま
り

利
用
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る

な
ぜ
東
洋
で
利
用
さ
れ
て
来
た
か

は
、
東
洋
医
学
を
さ
ぐ
っ
て
見
る

と
理
解
で
き
る
。
当
初
、
用
い
ら

れ
た
の
は
、
ニ
ラ
の
葉
で
は
な

く
、
種
子
を
乾
燥
し
た
も
の
で
、

泌
尿
系
の
疾
患
に
用
い
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
医
学

と
と
も
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
来

た
の
で
す
。

日
本
に
来
て
か
ら
は
、
古
典

「
新
撰
字
鏡
」
に
は
、
「
弥
良
」

と
あ
り
、
本
草
和
名
、
倭
名
類
緊

抄
な
ど
に
は
、
「
古
美
良
」
と
記

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

賞
を
お
こ
な
い
ま
す
。

い
ま
、
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し

て
い
ま
す
か
ら
ふ
る
っ
て
応
募
し

て
下
さ
い
。

「
コ
、
、
こ
フ
」
や
「
ヤ
ラ
」
が
な

ま
っ
て
現
在
の
「
ニ
ラ
」
と
俗
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
古
く
か

ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実

ら
し
い
o
-

近
年
、
ビ
ニ
ー
ル
の
発
達
と
と

も
に
、
ユ
ラ
の
ト

γ
ネ
ル
栽
培
が

技
術
的
に
確
立
さ
れ
、
東
京
中
央

卸
売
市
場
で
の
ニ
ラ
の
取
扱
量
、

金
額
と
も
に
順
調
な
伸
び
を
示
し

年
間
取
扱
は
、
二
、
三
月
を
頂
点

と
し
て
冬
か
ら
早
春
に
か
け
多
く

出
荷
さ
れ
、
単
価
は
、
栄
養
知
識

の
普
及
を
根
底
と
し
た
消
費
の
伸

び
に
さ
さ
え
ら
れ
十
一
月

i
一
月

応
募
要
領

一
、
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
昭
和
四
十
均

年
度
全
国
火
災
予
防
運
動
の
統
一

標
語
と
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
し
て
左

記
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

二
、
あ
て
先

干
九
六

O
福
島
市
中
町
五

l

二
一
福
島
県
消
防
協
会
火
災
予

防
懸
賞
係

三
、
し
め
き
り

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
五
日

(
当
日
消
印
有
効
〉

園
、
賞
品

正
答
者
一

O
O名
新
型
消
火
バ

ケ
ツ
(
二
、

0
0
0円
相
当
)

正
答
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ

ん
で
当
選
者
を
決
定
し
ま
す
。

五
、
発
表

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
五
日

を
頂
点
と
し
て
昨
年
ま
で
は
、

高
値
に
推
移
し
て
来
て
い
る
。

γ
ベ
リ
ア
で
越
冬
す
る
ほ
ど

寒
さ
に
も
強
く
、
南
洋
や
イ

γ

ド
の
暑
熱
下
で
も
良
く
繁
茂
す

る
そ
の
性
質
は
、
諸
物
価
の
高

騰
に
よ
り
農
業
経
営
の
あ
り
方

に
一
抹
の
不
安
を
抱
く
石
川
地

方
の
野
菜
農
家
が
栽
培
す
る
の

に
は
、
最
も
適
し
た
作
物
で
あ

る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
物
価
高
騰
な
ど

ど
こ
ふ
く
風
、
と
い
う
農
業
経

営
を
実
現
し
て
み
た
い
も
の
で

す。

普
及
所

阿

部

付

、

福

島

消

防

新

聞

ハ

円

こ

の

懸

賞

は

、

新

し

い

標

語

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
五
日
を
作
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
は
な

か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
く
、
、
全
で
に
新
聞
や
週
刊
誌
等
に

の
問
、
県
内
の
各
消
防
本
部
、
消
発
表
さ
れ
た
昭
和
四
十
九
年
全
国

防
署
、
消
防
分
署
お
よ
び
消
防
出
火
災
予
防
運
動
の
統
一
標
語
を
答

張
所
等
に
当
選
者
名
簿
を
揚
示
し
え
る
も
の
で
す
。

ま
す

0

0

消
防
関
係
者
は
、
応
募
を
ご

六

、

ご

注

意

遠

慮

く

だ

さ

い

。

婦
人
会
の
貸
衣
裳
を
ど
う
ぞ

泉
婦
人
会
(
高
橋
礼
子
会
長
〉

で
は
二
十
年
程
前
か
ら
花
嫁
衣
裳

を
は
じ
め
、
江
戸
譲
、
喪
服
な
ど

を
備
え
て
格
安
に
貸
出
し
を
し
て

利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る

が
、
こ
の
ほ
ど
更
に
江
戸
譲
二
組

を
新
調
し
、
合
せ
て
現
在
花
嫁
衣

v 狩猟に注意

裳
二
組
、
江
戸
譲
十
組
、
喪
服
四

組
を
取
り
揃
え
て
安
い
料
金
で
貸

出
し
し
て
お
り
ま
す
の
で
希
望
者

は
蒜
生
の
藁
谷

γγ
さ
ん
ま
で
早

め
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
泉
婦
人
会
よ
り
〉

狩
猟
シ
ー
ズ
ン

銃
の
保
管
は

責
任
持
っ
て

パ
U

Aυ 

パ
U

A
U
 

0
 

0
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青
少
年
育
成
国
民
会
議
で
は
昭

和
四
十
九
年
度
の
作
文
、
論
文
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

趣
旨

99 

す
べ
て
の
青
少
年
は
、
現
に
今

日
の
社
会
を
構
成
し
て
い
る
世
代

で
あ
り
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い

く
原
動
力
と
し
て
、
社
会
的
に
大

き
な
期
待
を
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
青
少
年
が
自
ら

の
目
標
を
も
ち
、
努
力
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
、
あ
ら
ゆ
る
場
合

に
お
い
て
、
青
少
年
・
に
内
在
し
て

い
る
成
長
へ
の
健
全
な
意
欲
を
刺

激
し
、
青
少
年
の
そ
う
し
た
活
動

を
授
助
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

さ
れ
る
。

青
少
年
育
成
国
民
会
議
で
は
、

こ
の
よ
う
な
易
地
か
ら
、
青
少
年

自
身
の
意
見
を
得
る
機
会
と
し

て
、
全
国
の
青
少
年
の
作
文
、
論

文
を
募
集
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。次

の
要
領
で
、
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

No. 昭和49年11月 1日

主

題

5 

作
文
の
部

お
と
な

わ
た
し
が
大
人
だ
っ
た
ら

安
こ
う
し
た
い
ノ
こ
う
し
て
ほ

し
い
グ

論
文
の
部

生
き
方
を
考
え
る

応
募
規
定

応
募
資
格

作
文
の
部
昭
和
四
十
九
年

十
一
月
三
十
日
現
在
、
満
十
六
才

未
満
の
者

論
文
の
部
満
十
六
才
以
上

満
二
十
六
才
未
満
の
者

応
募
方
法

て
応
募
は
一
名
一
点
に
限
り

ま
す
。

二
、
作
品
は
、
四

O
O字
詰
原

稿
用
紙
(
た
て
書
〉
で
、

作
文
の
部
日
五
枚
以
内

論
文
の
部

u
一
O
枚
以
内
と
し

ま
す
。三

、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
お
よ
び

勤
務
先
(
在
学
中
の
者
は
学
校
名

お
よ
び
学
年
〉
を
作
品
の
頭
初
に

書
い
て
下
さ
い
。

四
、
本
人
の
作
品
で
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

五
、
作
品
、
添
付
資
料
等
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

締
切
期
日

昭
和
四
寸
九
年
十
一
月
三
十
日

(
厳
守
〉

表
彰

作
文
の
部

一
席
一
名

ニ
席
ニ
名

作
若
干
名

内
閣
総
理
大
臣
賞

三
席
若
干
名
佳

論
文
の
部

一
席
一
名
内
閣
総
理
大
臣
賞

お
よ
び
一

O
万
円

二
席
ニ
名
総
理
府
総
務
長
官

賞
お
よ
び
五
万
円

三
席
若
干
名
佳
作
若
干
名

入
賞
溌
表

入
賞
者
に
は
、
選
考
の
結
果
を

直
ち
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
雑

誌
青
少
年
昭
和
五
十
年
二
月
号
上

に
発
表
し
ま
す
。

作
品
送
付
先

干
一
五
一
東
京
都
渋
谷
区
代

々
木
神
園
町
三

l
一

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
内

社
団
法
人
青
少
年
育
成
国
民

会
議

グ
・
限
り
あ
る
資
源
で

豊
か
な
生
活
グ

「
も
の
を
大
切
に
す
る
運
動
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
」

最
近
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞

な
ど
で
「
資
源
節
約
」
、
あ
る
い

は
「
も
の
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
こ
と
ば
を
耳
に
し
、

自
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た。
昨
年
来
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

始
ま
る
物
不
足
は
、
も
は
や
放
置

で
き
な
い
世
界
的
な
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
く
に
資
源
の

乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
は
猶
予
の

で
き
な
い
国
民
的
問
題
で
あ
り
ま

す。
高
度
消
費
社
会
の
中
で
「
消
費

は
美
徳
」
「
使
い
捨
て
時
代
」
・
の

風
潮
が
習
慣
化
し
、
す
ベ
て
の
資

源
が
無
尽
蔵
で
あ
る
か
の
よ
う
に

錯
覚
し
、
今
日
の
物
資
不
足
を
招

い
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
私
達
は
、
こ

の
深
刻
な
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
消
費
行
動
を
反

省
し
「
限
り
あ
る
資
源
で
豊
か
な

生
活
」
を
ス
ロ
l
ガ

γ
に
県
民
総

ぐ
る
み
の
「
も
の
を
大
切
に
す
る

(
資
源
節
約
〉
運
動
」
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

こ
の
運
動
は
、
県
内
の
官
公
庁

を
は
じ
め
、
企
業
、
事
業
所
、
商

庖
、
諸
団
体
、
学
校
お
よ
び
家
庭

な
ど
県
民
一
丸
と
な
っ
て
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
に
関
す
る
諸
施

策
、
お
よ
び
資
源
の
再
利
用
、
再

生
可
能
品
の
回
収
促
進
な
ど
に
積

極
的
に
協
力
し
て
進
め
て
い
く
も

の
で
す
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す。

福
島
県
農
業
機
械
化
研
修

大
型
農
業
機
械
の
整
備
及
び
運

転
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
毎
年
農
業

機
械
化
研
修
を
矢
吹
原
経
営
伝
習

農
場
内
研
修
館
に
於
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
今
後
の
研

修
日
程
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
ま

す
か
ら
多
数
受
講
希
望
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
農
業
機
械
化
研
修
実
施
計
画

期 間 回 数 対人 象員 研修種類 研 修内容 対象者

41 91 年月5 日"，11 月22 日 18日 30人，初級研修 トフクタ業ー機免許取 農業者
得及び作

12月2日"-'12月14日 13 20 中級研修 けび作ん業引免機許取得及 q 

5I0年月20 日.......2 月1 日 13 20 整備研修 トラクター整備 q 

2月17日"'3月8日 20 40 初級研修 トラクター免機許取 今

得及び作業

ニ
、
受
講
経
費

1
参
考
書
等
約
一
、

0
0
0円

2
宿
泊
料
(
三
食
一
日
当
〉
六

五
O
円本

村
よ
り
通
勤
可
能

三
、
携
行
品

作
業
衣
、
ゴ
ム
長
、
印
鑑
‘
筆

記
用
具
、
日
用
品
、
免
許
取
得
の

場
合
は
現
有
免
許
証

四
、
宿
泊
所

矢
吹
原
経
営
伝
習
農
場
内
研
修

室五
、
申
込
先

役
場
産
業
課
(
役
場
二
階
)

六
、
申
込
期
限

各
国
の
実
施
初
日
よ
り
十
目
前

ま
で

七
、
そ
の
他

こ
の
受
講
に
関
し
て
不
明
な
点

は
役
場
産
業
課
に
問
い
合
せ
て
下

さ
い
。
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秋

松

一

郎

川

m
 

m

台

萩

の

奥

・

書

院

m

m

し

そ

川

紫

誌

の

実

を

と

り

て

妻

の

手

匂

ひ

け

つ

山

川

し

ろ

が

ね

の

秋

の

風

鈴

喝

。

に

け

り

川

川

さ

ぎ

ん

か

山

川

山

茶

花

の

月

に

こ

ぼ

れ

て

さ

だ

か

な

り

川

川

繋

梯

の

雲

か

さ

ね

ゆ

き

秋

ざ

く

ら

川

川

ば

た

ば

た

の

臭

昼

に

飛

べ

る

日

和

な

り

川

川

け

む

'

た

そ

が

れ

山

川

秋

葉

に

畑

れ

る

岳

の

黄

昏

て

山

川

磐

梯

の

威

容

た

し

か

の

雲

川

町

=====-Ez--Ez--==・=====Z22・EE--====・鱈ZZ22旬
恒

三

-zz======zR

ー
ム
、
約
六
百
人
の
選
手
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
、
チ
ー
ム
結
成
以
来

は
じ
め
て
の
快
挙
に
、
チ
ー
ム
は

も
と
よ
り
関
係
者
か
ら
祝
福
さ
れ

て
い
ま
す
。

川
野
球
協
会
の
ベ
ス
ト
ナ
イ

γ
の

選
考
会
で
ベ
ス
ト
ナ
イ

γ
の
投
手

と
し
て
選
ば
れ
、
十
月
十
九
日
に

行
な
わ
れ
た
表
彰
式
で
賞
状
と
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

須
賀
川
野
球
協
会
に
は
四
十
チ

~ 
τ~ 

吟

6 

の

水
道
は
寒
が
り
で
す

「
水
道
課
よ
り
の
お
知
ら
せ
」

露

て

で
す
の
で
凍
結
し
な
い
よ
う
に

保
温
し
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
、
保
温
に
は
次
の
よ
う
な
方

法
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
箱
に
入
る
大
き

き
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
「
モ
ミ

ガ
ラ
」
を
入
れ
て
袋
の
口
を

ふ
さ
ぎ
メ
ー
タ
ー
の
上
に
の

せ
て
フ
タ
を
す
る
。

②
①
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で

モ
ミ
ガ
ラ
の
か
わ
り
に
「
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」
の
粉
末
を

入
れ
る
。

三
、
漏
水
し
た
場
合
は
た
だ
ち
に

役
場
水
道
課
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
水
道
の
増
設
、
新
設
、

改
良
、
撤
去
、
(
ガ
ス
、
電
気
湯

わ
か
し
器
の
取
付
も
含
む
〉
な
ど

こ
れ
か
ら
冬
に
向
い
、
水
道
管

な
ど
の
凍
結
が
心
配
さ
れ
ま
す
の

で
次
の
点
に
留
意
し
て
ど
使
用
願

い
ま
す
。

一
、
蛇
口
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

夜
間
陀
口
の
凍
結
が
心
配
さ

れ
る
と
き
は
.バ
メ
ー
タ
ー
笹
の

手
前
に
丸
い
フ
タ
の
あ
る
不
凍

d

栓
に
手
を
入
れ
て
中
に
あ
る
ハ

γ
ド
ル
を
上
に
引
い
て
か
ら
地

口
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
、
地
口

の
水
は
不
凍
栓
よ
り
抜
け
て
凍

結
し
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
翌
朝
水
を
使
う
と

き
不
凍
栓
を
下
に
押
す
と
水
が

出
ま
す
。

ニ
、
メ

l
ダ

l
計
の
管
理
に
つ
い

て
メ
ー
タ
ー
計
は
村
の
貸
付
品

ごお
ざ誕

♀い生
息まお
Zすめ
塁で
喜と
か つ
ら

な

秋

金米嘉康喜喜嘉 武倉彦定金石世

博 市
主

一勝雄徳伴次晴 夫蔵七雄治男名

渡石有吉滝 小鈴 村小 佐草 永吉 小

h 出
辺村 入

森賀 口林木越原 野 林 田 針 生
問 問

さ ・久 ひ ;t[，

公 裕 清喜由淳淳臨友京 直氏
な美 ・ 脚 ろ

名

え 子 子子一美紀子一夫美子み美

部
j
s

落

川

辺中中

岩

法

寺

ん
γ

ん
ゲ0

・

竜

崎ん
ザ

南

須

釜

hγ 吉

山

小

屋

四
辻
新
田

続

柄孫孫夜
開孫

曾

孫

長

男孫
曾

孫孫
長

男孫孫孫孫

公
認
業
者
以
外
の
者
が
工
事
を
す

る
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で

申
し
添
え
ま
す
。

の
ヱ
事
は
村
の
指
定
し
た
公
認
の

水
道
業
者
以
外
は
工
事
が
出
来
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四

十

九

年

の

昭和49年11月 1日

穀
物
調
整
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た

玉
川
村
穀
物
調
整
連
絡
協
議
会

で
は
、
四
十
九
年
の
穀
物
調
整
料

金
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

O
製
粉
料
〔
十
八
リ
ッ
ト
ル
(

斗
)
当
り
〕

六
百
円
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O
自
動
脱
穀
〔
一
時
間
ま
た
は
十

ア
i
ル
当
り
〕三

千
円

O
も
み
す
り
料
〔
玄
米
六
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
り
〕

二
百
五
十
円

O
揚
精
料
〔
玄
米
六
十
ず
ロ
グ
ラ

ム
当
り
〕

[
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

小
針
常
美
投
手

病
み
床
に
作
り
し
歌
の
一
つ
ひ
と
つ
み
な
造
害

め
き
L
A
7
読
み
を
れ
ば

亡
き
父
母
や
屯
き
た
る
友
の
夢
さ
め
マ
庭
の
草

花
新
鮮
な
ら
ず

戦
が
三
十
年
も
迫
ぎ
た
れ
ば
若
き
ら
朗
か
に
集

い
浪
費
す

新
入
生
間
近
に
迫
る
先
生
の
札
の
よ
に
咲
く
鵡

の
北

雨
氷
が
処
々
に
た
ま
り
ゐ
て
月
九
は
ら
む
集
会

咋
り

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
る

〈
十
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

たまかわ

部

落

川

辺

小

高

岩

法

寺

竜

崎

北

須

釜

ん
ゲ

山

小

屋

死
亡
者
氏
名

川

崎

聖

三

添

田

ア

キ

大

竹

シ

γ

仁

井

田

ア

キ

関

根

義

寿

矢

吹

重

政

矢

吹

玉

之

助

年
令

(
郎
)

(

祁

)

(

η

)
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m
w
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m
w
)
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若
い
人
達
の
間
で
野
球
は
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
り
、
村
内
で
も
い

く
つ
か
の
チ
l
ム
が
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
も
伝
統
の
あ
る
チ

ー
ム
と
言
え
ば
泉
郷
ク
ラ
プ
で
し

ょ
う
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
エ

l
ス

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
小
針

常
美
投
手
(
中
〉
で
、
今
年
須
賀

世

帯

主

名

続

柄

主

幸

夫

の

養

父

四

郎

母

美

重

母

郡

次

母

主

正

夫

の

父

主

重

一

の

父

玉

次

父

四
百
円

広報

0 
4 大

麦
挽
割
料

ム〔
当五
り十

五〕キ
百ロ
円 グ

プ




